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日造協ニュース

　広報日造協
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本号の主な内容
　2、３面   【特集】 第 45 回 全国造園デザインコンクール

　　　　　　審査講評　藤井英二郎審査委員長ほか

　　　　　　入選作品　国土交通大臣賞 若原千花子さんほか

      　4 面   【ふるさと自慢】長野県支部　高嶋 俊郎（事務局）

　　　　　　「岳都・学都・楽都」城下町　松本市

　　　　　  【緑滴】 高知県支部　中尾 香代（高知緑化建設㈱）　　　　　　

　　　　　　 「ゆったり」「 ほっこり」 が私の休日

「平成」から新たな年号へ…時代をつなぐ広報

（2003）「植栽基盤診断士」を創設し
ました。平成 15 年は、指定管理者制
度が施行。整備から管理に向けた動き
が加速し、平成 18 年（2006）の都市
公園法施行 50 周年に合わせて、「日造
協　全国造園フェスティバル」を展開、
広く市民に向けた取り組みが本格化す
ることとなりました。
　現在も連載が続いている『学会の目・
眼・芽』は、平成 20 年（2008）の（公
社）日本造園学会と締結した包括協定
を生かした最初の実践で、この後、平
成 29 年（2017）に全国高等学校造園
教育研究協議会、平成 30 年（2018）
に（公財）都市緑化機構と包括協定を
締結し、昭和の時代から続いてきた「全
国造園デザインコンクール」でも、こ
れらが連携し、初めてコンクール受賞
作品の具現化が決定。「信州花フェス
タ 2019」のメイン会場に間もなくお
目見えします。

　奇しくも、フェスタの会期は、4 月
25 日から 6 月 16 日と、平成から新た
な年号の時代に渡って開催されます。
　昭和から平成へとさまざまな取り組
みをつなげ、展開してきたように、平
成から新たな時代へも確実につながっ
ています。
　「日造協ニュース」では、今後も紙
面を通じて、時代や会員の皆様方をつ
ないでまいります。

　「平成」は、1989 年 1 月 8 日に始ま
りました。
　元号は、『史記』五帝本紀の「内平
外成（内平かに外成る）」、『書経』大
禹謨の「地平天成（地平かに天成る）」
に由来し、国の内外、天地とも平和が
達成されるとの意味であると、竹下内
閣の小渕内閣官房長官が「墨書」を掲
げ、記者会見を行いました。
　この「平成」の時代は 5 月 1 日、皇
太子さまの新天皇即位に伴い幕を閉
じ、新たな元号の時代が始まり、安倍
首相は 4 月 1 日、閣議決定後、新元号
を公表するとしています。
　本号では、会報の紙面から平成の時
代を振り返り、新たな年号の時代につ
なげていきたいと思います。

　平成元年、会報は「月刊 日造協」と
して発行。昭和 60 年に改題、この年
に日造協が国際園芸家協会（AIPH）に
加盟し、平成 2 年（1990）の国際花
と緑の博覧会を開催することができま
した。この時、協会を牽引していたの
が和田貞次会長で、2 つの時代を見事
につなぎ、業界飛躍のトピックを成功
させました。
　また、建設省の公園植栽工新設、造
園工事の例示に「広場、園路」が追加
されたのも昭和 60 年で、こうした流
れもあり、平成 6 年（1994）に、造
園工事業が指定建設業に指定され、土
木・建築など、従前の指定 5 業種と肩
を並べ、「公園・緑化技術 5 ヵ年計画」
も策定され、さらに発展しました。
　整備が拡大する一方で、日造協は、
造園の職能を明らかにし、適正な管理
に向けた取り組みを進め、造園工事基
幹技能者の育成を本格化、平成 11 年

（1999）「街路樹剪定士」、平成 15 年

法定福利費の内訳を明示した標準見積書の活用により、法定福利費の確保を図りましょう！

文部科学大臣賞と国土交通大臣賞をはじめ特別賞受賞者と審査委員で記念撮影

　第 45 回全国造園デザインコンクール
は、「住宅庭園部門」に一般・大学 26、
高校 170、「街区公園部門」に一般・大
学 25、高校 41、「商業施設部門」に一般・
大学 3、高校 26、「実習作品部門」に一
般・大学 5、高校 19、今回新設した高
校 1、2 年生対象の「緑化フェア「みど
りの広場」プラン部門」94 の合わせて、
409 点の応募があり、入選 32 点、佳作
31 点、奨学賞 25 点が選ばれた。
　表彰式では冒頭、主催者より和田新也

　日造協は、第 45 回全国造園デザインコンクールの表彰式を 2 月 17 日、東京都千代
田区二番町の東京グリーンパレスで開催。今回から（公財）都市緑化機構の協力により
新設した「緑化フェア「みどりの広場」プラン部門」をはじめ、各賞の授与、受賞者に
よる作品発表を行った。全国造園デザインコンクールは、造園空間のデザインと設計技
術の向上を図ることを目的に日造協主催、（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会、
全国高等学校造園教育研究協議会共催、文部科学省、国土交通省、全国農業高等学校長
協会、（公社）日本造園学会、（公財）都市緑化機構、ＮＨＫの後援で実施している。
　なお、造園デザインコンクールについては、日造協ホームページに詳細が掲載されて
います。受賞作品の図面データも拡大できます。ぜひ、ご活用ください。

文部科学大臣賞     山梨県立農林高校
国土交通大臣賞 若原千花子　（埼玉県立熊谷農業高校）さ

ん

日造協主催　第 45 回

全国造園デザインコンクール

日造協会長があいさつ。受賞者へのお祝
いとともに指導された先生方や関係者へ
の感謝、今後のコンクールの発展と社会
への貢献に向けた期待を述べた。
　次いで、田畑淳一文部科学省初等中等
教育局参事官（高等学校担当）付産業教
育振興室教科調査官、五十嵐康之国土交
通省都市局公園緑地 ･ 景観課緑地環境室
長が祝辞を述べた。
　表彰式は、今回から二部構成で行われ、
第一部では、特別賞の授与、審査委員長

意見交換会のようす

受賞者に直接表彰状を！ 各支部の取り組み広がる

愛媛県立西条農業高等学校の表彰式は、
愛媛県支部から髙須賀盛満支部長が参加
して行われた

の藤井英二郎千葉大学園芸学部名誉教授
が講評を述べ、記念撮影を行った。
　第二部では、受賞者による作品発表が
行われ、その後、審査委員の方々をはじ
め、参加者での意見交換を行った。

（２・３面に特集）
　また、表彰式は特別賞に限られ、他の
受賞者の賞状はこれまで郵送としてきた

が、可能な限り直接お渡ししようと、今
年は 9 支部、12 校で実施し、賞状の授
与はもちろん、意見交換なども行うな
ど、インターンシップや就業対策、製図
や安全指導など、学校と協会との連携な
どについても話題となり、有意義な機会
となった。

持参支部 受賞者在籍高校

埼玉県支部 埼玉県立熊谷農業高等学校
埼玉県立児玉白楊高等学校

東京都支部 東京都立農業高等学校
山梨県支部 山梨県立農林高等学校

長野県支部 長野県南安曇農業高等学校
長野県須坂創成高等学校

持参支部 受賞者在籍高校
静岡県支部 静岡県立静岡農業高等学校
愛知県支部 愛知県立猿投農林高等学校

滋賀県支部 滋賀県立湖南農業高等学校
滋賀県立八日市南高等学校

奈良県支部 奈良県立磯城野高等学校
愛媛県支部 愛媛県立西条農業高等学校

第 45 回全国造園デザインコンクール　表彰状持参支部と対象校

愛知県立猿投農林高
等学校へは、愛知県
支部から中嶋和敏支
部長が受賞者の方々
に表彰状を手渡した

3 年
連続

奈良県立磯城野高等学校では、
受賞者の方々に賞状を手渡し、
受 賞 者 4 名 と 北 海 正 貴 教 諭、
中島祥之奈良県支部長で記念撮影
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本号の主な内容
2 面 「ひろげよう 育てよう みどりの都市」全国大会開催都市公園コンクールに協会員４社入賞
3 面 【技術レポート No. 021】

「街路樹剪定士制度」海を渡る
4 面 【総・支部だより】

埼玉県支部／東京都支部／宮崎県支部／鳥取県支部

第392号
2006年 11月 10日

「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
は
直
訳
す
る

と
「
木
登
り
」
で
す
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る

「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
R

」
は
、
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
木
に
登
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
、
ア
メ
リ
カ
に
本
部
を
置
き
、
世
界
中
に

支
部
を
展
開
し
て
い
る
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
認
め
た
唯
一
の

日
本
の
組
織
「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
R

ジ

ャ
パ
ン
（
Ｔ
Ｃ
Ｊ
）」（
代
表
ジ
ョ
ン
ギ
ャ
ス

ラ
イ
ト
）
が
実
施
す
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
木
登
り
は
、
専
用
の
ロ
ー
プ
や
サ
ド

ル
（
ハ
ー
ネ
ス
）
を
使
い
、
安
全
に
簡
単
に

木
に
登
り
、
木
や
森
・
自
然
と
の
一
体
感
を

味
わ
う
体
験
活
動
で
す
。
実
際
に
登
っ
て
み

る
と
そ
の
安
全
性
・
簡
単
さ
に
皆
さ
ん
驚
か

れ
ま
す
。
普
段
は
見
上
げ
て
い
る
樹
木
も
登

っ
て
み
る
と
そ
の
木
の
高
さ
と
樹
上
か
ら
の

景
色
は
感
動
的
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
大
人

気
で
す
。
ま
た
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
（
Ｔ
Ｃ
Ｊ
で
は
体
に
障
害
を
持
つ
人
を

フ
ィ
ジ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ん
で
い

ま
す
）
の
方
々
も
同
じ
よ
う
に
木
登
り
を
楽

し
み
、
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
満
足
感
を
味

わ
い
、
生
き
る
勇
気
と
自
信
が
わ
い
て
き
ま

す
。
２
０
０
１
年
に
Ｔ
Ｃ
Ｊ
で
は
車
椅
子
生

活
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、
世

界
で
初
め
て
樹
高
80
ｍ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
セ

コ
イ
ア
に
登
り
、
世
界
の
多
く
の
人
々
に
感

動
を
与
え
ま
し
た
。

体
験
会
で
は
、
遠
慮
し
て
登
ら
な
い
大
人

の
方
々
も
、
一
度
登
っ
て
み
る
と
皆
さ
ん
感

激
さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
木
と
と
も
に
生
活
し

て
き
た
記
憶
が
き
っ
と
、
人
間
の
ど
こ
か
に

残
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
一

度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｃ
Ｊ
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
通

じ
て
、
樹
木
や
自
然
と
触
れ
合
う
き
っ
か
け

と
し
て
も
ら
い
、
樹
木
や
自
然
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。木

の
登
る
と
き
は
、
下
草
刈
や
枯
れ
枝
の

剪
定
を
行
い
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
の
安
全

を
守
る
と
と
も
に
、
木
を
健
や
か
に
成
長
さ

せ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
、
樹
木
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
何
よ
り
大
切
に
考
え
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
活
動
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
広

が
り
を
見
せ
、
愛
地
球
博
で
も
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ

に
て
会
期
全
般
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
ほ

か
、
全
国
各
地
で
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
10
月
に
行
わ
れ
た
「
日
比
谷
公
園
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
で
も
、
日
造
協
街
路
樹
剪

定
士
認
定
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
協
賛
を

得
て
、
一
造
会
（
全
国
一
級
造
園
施
工
管
理

技
士
の
会
）
主
催
で
、
造
園
技
術
者
と
市
民

と
の
交
流
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
多
く
の
人
々

に
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。ま

た
、
体
験
学
習
や
環
境
教
育
な
ど
に
も

広
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ツ
リ

ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、
単
に
木
登
り
を
楽
し

む
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
利
用
だ
け

で
な
く
、
枝
か
ら
枝
へ
渡
っ
た
り
、
地
面
に

降
り
ず
に
隣
の
木
に
安
全
移
動
し
た
り
な

ど
、
樹
上
で
安
全
に
活
動
で
き
、
樹
上
で
の

動
作
が
容
易
に
な
る
こ
と
か
ら
、
剪
定
な
ど

の
造
園
作
業
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
高
所
作
業
車
が
進
入
で
き
な
い
場
所
等
で

の
価
値
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
造
園
に

と
っ
て
樹
上
で
の
作
業
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
が
、
在
来
の
方
法
で
は
、
重
篤
事
故
の

危
険
が
多
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
業
務
の
安
全
衛
生
面
か
ら
の
活
用
も
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
R

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ

Ｃ
Ｊ
）
は
、
ア
ー
ボ
リ
ス
ト
の
世
界
組
織
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
オ
ブ
ア

ボ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
傘
下
と
な

り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｊ
の
一
員
と
し
て
ま
た
造

園
技
術
者
の
一
人
と
し
て
、
今
後
職
業
と
し

て
い
る
造
園
技
術
者
へ
の
高
所
作
業
で
の
安

全
技
術
の
普
及
に
も
寄
与
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
木
登
り
」を
環
境
学
習
や
業
務
に
活
用

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

森
田
弘
行

花
と
緑
で
美
し
い
日
本
を
！
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
日
造
協
の
主
催
で
「
全
国
造
園
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
実
施
さ
れ
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
総
支
部
、
支
部
、
会
員
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
身
近
な

地
域
の
公
園
な
ど
を
会
場
に
、
文
化
の
日
を
中
心
に
開
催
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
83
公
園
で
、

会
員
約
千
社
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。

（
次
号
詳
報
）

こ
の
う
ち
、
東
京
・
品
川
区

の
都
立
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公

園
で
は
、
花
苗
や
種
、
完
熟
堆

肥
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
は
じ
め
、

来
場
者
が
プ
ラ
ン
タ
ー
に
思
い

思
い
の
花
苗
を
植
え
付
け
、
公

ア
ー
ト
グ
リ
ー
ン
緑
樹
苑
代
表

・
長
崎
県
大
村
市

【
旭
日
双
光
章
】
▼
佐
久
間

繁
（72）
㈱
磐
梯
園
代
表
・
福
島
県

郡
山
市
▼
西
野
清
志
（72）
㈱
西
野

造
園
社
長
・
福
井
県
坂
井
市

【
瑞
宝
単
光
章
】
▼
栗
木
修

一
（70）
㈱
栗
木
精
華
園
代
表
・
大

分
県
大
分
市
▼
當
内
勲
（67）
㈱
庭

樹
園
代
表
・
大
阪
府
大
阪
市

園
の
修
景
に
役
立
て
る
「
公
園

を
は
な
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う
」

や
、
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
公
園
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
も
う
と
、
ド
ン
グ
リ
な
ど

の
木
の
実
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ

作
り
「
公
園
で
ま
な
ぼ
う
」
な

ど
を
実
施
し
た
。

花
苗
等
の
配
布
で
は
、
日
造

協
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
記
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
あ
わ
せ
て
配
布
し
、
佐
藤

四
郎
会
長
自
ら
、
来
場
者
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
マ

造
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
一
環
で
行
わ
れ
た
大
井
ふ
頭
中
央
公
園
で
の

イ
ベ
ン
ト
の
も
よ
う

花と緑で美しい日本を !

造園フェスティバル盛大に開催

ス
コ
ミ
も
取
材
に
訪
れ
、
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
も
、
そ
の
模
様
や
造
園

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
全
国
で
開
催

し
て
い
る
旨
が
紹
介
さ
れ
た
。

家
族
連
れ
な
ど
の
来
場
者
も
、

プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
花
苗
の
植
え

付
け
な
ど
を
楽
し
み
、
作
品
と

一
緒
に
記
念
撮
影
。「
ど
う
成
長

す
る
か
楽
し
み
、
公
園
に
も
っ

と
足
を
運
び
た
い
」
と
、
公
園

を
身
近
な
も
の
と
す
る
格
好
の

機
会
に
も
な
っ
た
。

２
０
０
６
技
能
五
輪
全
国
大

会
が
、
香
川
県
高
松
市
「
サ
ン

メ
ッ
セ
香
川
」
を
主
会
場
と
し

て
10
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の

４
日
間
開
催
さ
れ
、
当
協
会
員

か
ら
金
賞
に
、
近
藤
秀
行
（
森
川

ガ
ー
デ
ン
㈱
・
香
川
県
）、銀
賞
に
、

吹
上
笑
美
（
㈱
多
々
良
造
園
・
山

口
県
）、
中
島
ま
ゆ
・
吉
岡
京
太

（
㈱
共
同
園
芸
・
岩
手
県
）、
銅
賞

に
、
寒
川
弘
正
・
藤
井
優
司
（
緑

造
園
興
業
㈱
・
香
川
県
）
池
田
祐

2006技能五輪全国大会
協会員7者が入賞

章
（
大
川
内
造
園
㈱
・
佐
賀
県
）

が
入
賞
し
た
。

建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
の

一
層
の
推
進
を
目
的
に
、
集
中

的
な
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
う

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」
が

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
建
設
業
に
お
け
る
雇

用
管
理
の
実
態
は
、
不
明
確
な

雇
用
関
係
、
不
安
定
な
雇
用
形

態
の
存
在
、
長
時
間
労
働
、
労

働
福
祉
の
立
ち
遅
れ
、
死
亡
災

害
等
の
重
大
災
害
の
多
発
な
ど
、

未
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い

状
況
に
あ
る
。

建
設
業
界
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

建
設
業
の
発
展
の
道
筋
を
つ
け

て
い
く
こ
と
は
、
我
が
国
経
済

の
発
展
に
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
建
設
業
が
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
更
に
発
展
す
る
に

は
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善

が
欠
か
せ
な
い
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
よ

り
よ
い
現
場
で
働
き
た
い
！
」
を

掲
げ
て
11
月
２
日
に
は
、
厚
生

労
働
省
、
国
土
交
通
省
、
（独）
雇

用
・
能
力
開
発
機
構
の
主
催
で

「
建
設
雇
用
改
善
推
進
の
集
い
」

が
東
京
・
港
区
の
明
治
記
念
館

で
開
催
さ
れ
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
改
善
の
取
り
組
み
が
顕
著

で
あ
っ
た
優
良
事
業
所
等
に
対

し
、
表
彰
状
の
贈
呈
を
は
じ
め
、

建
設
雇
用
改
善
に
か
か
わ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

建
設
雇
用
改
善
図
る

11
月
推
進
月
間
に
多
彩
な
取
り
組
み

平
成
18
年
度
秋
の
褒
章
・
叙

勲
受
章
者
が
決
定
し
、
当
協
会

か
ら
９
氏
が
栄
に
輝
い
た
。

【
黄
綬
褒
章
】
▼
岩
永
敏
行

（62）
㈱
岩
永
造
園
社
長
・
長
崎
県

佐
世
保
市
▼
内
山
三
郎
（71）
㈱
山

都
屋
社
長
・
岡
山
県
岡
山
市
▼

梶
岡
幹
生
（60）
㈱
カ
ジ
オ
カ
Ｌ
・

Ａ
代
表
・
広
島
県
呉
市
▼
四
宮

禹
雄
（66）
㈱
四
宮
造
園
会
長
・
北

海
道
札
幌
市
▼
富
永
和
博
（64）
㈱

秋
の
褒
章
・
叙
勲

日
造
協
か
ら
9
氏
受
章

植栽基盤診断士
認定試験（実技）

受験申込み受付中
申込期間：11月１～17日
試 験 日：12月４～５日

または７～８日の
いずれか２日間

場　　所：国営昭和記念公園
みどりの文化ゾーン
（東京都立川市）

申込案内・申込書：
日造協ホームページから
入手できます。
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森
林
や
里
山
、
公
園
や
街
路
の
樹
木
な
ど

の
「
緑
」
は
、
洪
水
・
渇
水
防
止
機
能
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
に
よ
る
温
暖
化
防
止
機

能
、
気
候
緩
和
や
大
気
の
浄
化
、
火
災
の
延

焼
防
止
、
安
ら
ぎ
の
空
間
の
創
出
な
ど
多
様

な
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
私
た
ち
の

生
活
に
密
接
に
係
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
森
林
で
は

こ
れ
ま
で
の
関
係
が
薄
れ
て
荒
廃
が
進
み
、

都
市
地
域
の
緑
は
開
発
等
に
よ
り
大
き
く
損

失
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
緑
」
が
も
つ

多
様
な
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ

て
き
て
い
る
。

　
兵
庫
県
で
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
よ
る
都
市
型
災
害
の
経
験
や
、
平

成
16
年
の
一
連
の
風
水
害
に
よ
る
洪
水
、
山 崩

れ
、
風
倒
木
等
の
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、

都
市
や
森
林
の
「
緑
」
整
備
の
重
要
性
が
改

め
て
強
く
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
兵
庫

県
で
は
、
豊
か
な
「
緑
」
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る

「
緑
」
の
保
全
・
再
生
を
社
会
全
体
で
支
え
、

県
民
総
参
加
で
取
り
組
む
仕
組
み
と
し
て
平

成
18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」
を
導
入
し
、

災
害
に
強
い
森
づ
く
り
や
都
市
緑
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
課
税
方
式
は
、
県
民
税
均
等
割
の
超
過
課

税
と
し
て
条
例
で
定
め
、
個
人
は
一
人
年
額

８
百
円
、
法
人
は
標
準
税
率
の
均
等
割
額
の

10
％
相
当
額
（
２
千
円
か
ら
８
万
円
）
と
な っ

て
い
る
。
課
税
期
間
は
平
成
18
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
の
５
カ
年
間
と
し
、
税
収
規
模

は
５
カ
年
間
で
約
１
０
５
億
円
、
そ
の
約
４

分
の
１
が
都
市
緑
化
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
税
は
他
府
県
で
は
森
林
の
整
備
を
主

目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
緑

化
に
も
充
当
さ
れ
て
い
る
点
が
他
府
県
と
異

な
る
点
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
都
市
緑
化
へ
の
導
入
状
況
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
県
民
緑
税
に
よ
る
都
市
緑
化
に
つ
い
て

は
、
県
の
体
制
と
し
て
は
ま
ち
づ
く
り
局
都

市
政
策
課
が
担
当
し
、「
県
民
ま
ち
な
み
緑

化
事
業
」
と
し
て
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上 や

環
境
の
改
善
を
目
的
に
市
町
の
緑
化
計
画

に
適
合
し
、
住
民
団
体
等
に
よ
り
公
有
地
や

民
有
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
樹
木
を
中
心

と
し
た
緑
化
活
動
に
対
し
て
支
援
さ
れ
て
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
①
都
市
計
画
区
域
の
市
街

化
区
域
等
を
対
象
と
し
、
②
自
治
会
等
の
住

民
団
体
・
緑
化
グ
ル
ー
プ
や
ま
と
ま
っ
た
面

積
の
緑
化
が
可
能
な
土
地
所
有
者
な
ど
に
、

③
防
災
に
資
す
る
緑
化
・
公
園
な
ど
の
緑
化
・

小
学
校
の
校
庭
緑
化
・
屋
上
緑
化
・
芝
生
化

駐
車
場
な
ど
の
事
業
に
対
し
て
、
④
苗
木
の

購
入
や
緑
地
整
備
に
補
助
し
て
い
る
。

　
平
成
18
・
19
年
度
２
カ
年
の
実
績
で
み
る と

、
２
３
０
件
、
総
額
約
８
億
円
の
事
業
を

行
い
、
植
樹
本
数
で
約
12
万
本
、
芝
生
化
面

積
約
５
ha
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
20

年
度
は
予
算
額
約
５
億
円
で
事
業
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
広
く
県
民
の
方
々
に
実
施
事

業
を
募
集
中
で
あ
る
（
11
月
７
日
ま
で
）。

　
本
年
、
７
月
に
我
が
国
で
開
催
さ
れ
た
主

要
国
首
脳
会
議
・
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
の
最
重
要
課
題
は
地
球
温
暖
化
の

原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
問
題

で
あ
り
、
２
０
５
０
年
ま
で
半
減
化
す
る

目
標
を
各
国
と
共
有
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
が
、
今
後
具
現
化
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
は
国
レ
ベ
ル

だ
け
で
な
く
地
域
、
地
方
、
個
人
ま
で
身
近

な
緑
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
実
現

す
る
も
の
で
あ
り
、兵
庫
県
の
「
県
民
緑
税
」

は
、
こ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
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「
県
民
緑
税
」
に
よ
る
都
市
緑
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局
公
園
緑
地
課
長
　
　
橘
　
俊
光

全
国
事
務
局
長
会
議
兼

雇
用
管
理
責
任
者
会
議

　
平
成
20
年
度
「
全
国
事
務
局

長
兼
雇
用
管
理
責
任
者
会
議
」

が
７
月
24
日
、
東
京
・
千
代
田

区
・
麹
町
の
弘
済
会
館
で
、
総

支
部
・
県
支
部
の
事
務
局
長
ら

約
70
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ

た
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
佐
藤
会
長

が
あ
い
さ
つ
。「
最
近
の
我
が

国
の
社
会
情
勢
は
、
ア
メ
リ
カ

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
の
影
響
等
を

受
け
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
緑
を
生
業
と
す
る
我
わ
れ

業
界
と
し
て
は
、
こ
の
時
代
の

主
役
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
。こ
の
機
会
に
大
い
に
広
報・

　
国
土
交
通
省
は
、
08
年
度
の

建
設
事
業
関
係
功
労
者
の
国
土

交
通
大
臣
表
彰
を
７
月
10
日
、

同
省
大
会
議
室
で
行
っ
た
。
今

回
の
表
彰
は
個
人
２
４
７
名
、

当
協
会
関
係
11
氏
に
栄
誉

団
体
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
当
協

会
会
員
か
ら
は
、
都
市
計
画
事

業
関
係
と
し
て
６
名
、
道
路
事

業
関
係
と
し
て
５
名
が
表
彰
さ

れ
た
。
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

施
概
要
、
⑨
広
報
日
造
協
等
、

⑩
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
⑪
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
制
度
、⑫
そ
の
他
と
し
て「
資

格
喪
失
等
に
関
す
る
要
綱
の
取

扱
」「
団
体
保
険
制
度
」
等
に

つ
い
て
本
部
よ
り
説
明
が
行
わ

れ
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
総
支
部

の
管
理
費
、
会
費
の
見
直
し
、
会

員
の
減
少
対
策
、
公
益
法
人
制

度
改
革
、
助
成
金
制
度
の
利
用

促
進
、
広
報
関
係
等
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
都
市
計
画
事
業
関
係
】

　
▼
岡
崎
俊
太
郎
（
62
）
㈱
芝

玄
代
表
取
締
役
（
宮
城
県
）
▼

猪
瀬
清
次
（
59
）
㈱
植
正
園
社

長
（
茨
城
県
）
▼
中
野
範
之

（
61
）
㈲
中
野
造
園
代
表
取
締

役
社
長
（
福
井
県
）
▼
足
尾
春

生
（
65
）
足
尾
造
園
土
木
㈱
代

表
取
締
役
（
三
重
県
）
▼
小
柳

勝
英
（
58
）
㈱
郡
山
共
同
園
芸

代
表
取
締
役
社
長
（
奈
良
県
）

▼
久
保
和
男
（
65
）
㈱
葉
隠
緑

化
建
設
代
表
取
締
役
、
㈳
日
本

造
園
建
設
業
協
会
理
事
（
佐
賀

県
）

【
道
路
事
業
関
係
】

　
▼
早
坂
有
弘
（
56
）
㈱
国
策

代
表
取
締
役
社
長
、
㈳
日
本
造

園
建
設
業
協
会
理
事（
北
海
道
）

▼
矢
作
達
彦
（
64
）
藤
造
園
建

設
㈱
顧
問
（
埼
玉
県
）
▼
加
勢

充
晴
（
58
）
加
勢
造
園
㈱
代
表

取
締
役
社
長
、
㈳
日
本
造
園
建

設
業
協
会
東
京
都
支
部
長
（
東

京
都
）
▼
細
田
美
樹
（
58
）
王

子
木
材
緑
化
㈱
取
締
役
（
東
京

都
）
▼
西
本
泰
久
（
56
）
㈱
植

藤
造
園
常
務
（
京
都
府
）

「造園・環境分野における

社会貢献や人材育成を行う

ための包括協定書」調印

日本造園学会と日造協

開
　催

建
設
事
業
関
係
功
労

国
土
交
通
大
臣
表
彰  

　
▼
退
職
＝
櫻
井
康
好
（
自
然

環
境
局
長
）
▼
自
然
環
境
局
長

＝
黒
田
大
三
郎
（
大
臣
官
房
審

議
官
）
▼
大
臣
官
房
審
議
官
＝

柏
木
順
二
（
関
東
地
方
環
境
事

務
所
長
）
▼
関
東
地
方
環
境
事

務
所
長
＝
阿
部
宗
広
（
会
計
課

長
）
▼
退
職
＝
黒
瀬
英
治
（
九

州
地
方
環
境
事
務
所
長
）
▼
九

州
地
方
環
境
事
務
所
長
＝
浅
野

能
昭
（
北
海
道
地
方
環
境
事
務

所
長
）
▼
北
海
道
地
方
環
境
事

務
所
長
＝
塚
本
瑞
天
▼
那
覇
自

然
環
境
事
務
所
長
＝
奥
田
直
久

（
地
球
環
境
局
調
査
官
）
▼
退

職
＝
関
山
和
敏
（
中
部
地
方
環

境
事
務
所
長
）
▼
中
部
地
方
環

境
事
務
所
長
＝
市
原
信
男
（
地

球
環
境
財
団
部
長
）

環
境
省
（
７
月
22
日
付
）

人
事
異
動

国
土
交
通
省
関
係（
７
月
22
日
付
）

　
▼
都
市
・
地
域
整
備
局
長
＝

加
藤
利
男
（
内
閣
府
政
策
統
括

官
（
防
災
担
当
））
▼
道
路
局

次
長
＝
西
脇
隆
俊
（
大
臣
官
房

付
）

宣
伝
し
、
事
業
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
事
務

局
長
を
は
じ
め
皆
様
の
協
会
活

動
へ
の
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
議
事
は
、
①
平
成
20
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
②
新

公
益
法
人
移
行
、
③
技
術
情
報

共
有
発
表
会
、
④
全
国
造
園
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
、
⑤

雇
用
改
善
推
進
事
業
、
⑥
全
国

花
育
活
動
推
進
事
業
、
⑦
全
国

造
園
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
、

⑧
平
成
20
年
度
の
資
格
制
度
実

事
務
局
長
会
議
の
も
よ
う

　
日
造
協
は
７
月
10
日
、
福
岡

市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で
、
蓑
茂

壽
太
郎
㈳
日
本
造
園
学
会
会
長

と
佐
藤
四
郎
日
造
協
会
長
に
よ

る
「
造
園
・
環
境
分
野
に
お
け

る
社
会
貢
献
や
人
財
育
成
を
行

う
た
め
の
包
括
協
定
」
調
印
式

を
行
っ
た
。

　
協
定
（
411
号
既
報
）
は
、
学

会
の
「
造
園
技
術
報
告
集
」、

日
造
協
の
「
技
術
情
報
共
有
発

表
会
」
等
の
連
携
・
協
力
を
は

じ
め
と
す
る
協
会
本
部
と
の
連

携
に
と
ど
ま
ら
ず
、
支
部
間
で

の
連
携
も
含
め
た
の
が
特
徴
。

支
部
か
ら
の
講
師
要
請
な
ど
、

地
方
の
実
態
や
内
容
に
即
し
た

対
応
が
可
能
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
産
学
連
携
が
期
待
さ
れ

る
。

　
な
お
、
調
印
式
後
、
別
室
で

記
者
会
見
も
行
わ
れ
た
。

　

造園・環境分野における社会貢献や

人材育成を行うための包括協定書

（目的）
第１条　この協定は、㈳日本造園学会（甲）と、

㈳日本造園建設業協会（乙）が包括的な連携

のもとに、造園・環境分野における社会貢献

や人材育成を行うため、相互に協力すること

を目的とする。
（協力事項）
第２条　両者は、次の事項について協力する。

（１）身近な生活環境から地球環境に至る様々

な空間を対象とした環境共生や景観創造のた

めの連携
（２）甲が発行する「造園技術報告集」等の

刊行物の普及と出版協力に関する連携

（３）乙が主催する「技術共有発表会」等へ

の講師派遣と運営に関する連携

（４）乙の構成団体が地方単位で実施する技

術力向上に関する講習会等に、甲が支部組織

を通じて協力する連携

（５）その他、両者が協議して必要と認める

連携
（有効期間）
第３条　この協定書の有効期間は、協定締結

の日から５年間とする。ただし、本協定書の

有効期間満了日の１カ月前までに、甲、乙の

いずれからも改廃の申し入れがないときは、

さらに１年間更新するものとし、その後も同

様とする。
（その他）
第４条　この協定書に定めるもののほか、連

携協力細目等の具体的な事項については、甲、

乙協議して別に定めるものとする。

　なお、この協定の条項の解釈について疑義

が生じたとき、又はこの協定に定めのない事

項については、両者協議のうえ、定めるもの

とする。

平成 20 年７月 10 日
㈳日本造園学会会長　　　　蓑茂壽太郎

㈳日本造園建設業協会会長　佐藤　四郎

協
定
書
に
署
名
、
握
手
を
交
わ
す
蓑
茂
壽
太
郎
学
会
長
と
佐
藤
四
郎
会
長



2 Japan Landscape Contractors Association NEWS

第 45 回全国造園デザインコンクール受賞者
賞　部門   氏　名　　　  学校名　 　学年

文部科学大臣賞 山梨県立農林高等学校
国土交通大臣賞 街区 若原千花子 埼玉県立熊谷農業高等学校 3
造園学会長賞 住宅 宇野さやか Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
日造協会長賞 実習 田 畑　 幸 京 都 府 立 農 芸 高 等 学 校 3
CLA 会長賞 住宅 鶴本　啓太 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
学校長理事長賞 商業 橋本　冠斗 東 京 都 立 農 業 高 等 学 校 3
造園協議会長賞 住宅 相 山　 怜 山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 3
緑化フェアプラン賞 プラン 市川　大樹 山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 1

入選 住宅 伊藤　有紀 愛知県立猿投農林高等学校 3
入選 住宅 大塚　皓英 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
入選 住宅 後藤　彩衣 愛知県立猿投農林高等学校 3
入選 住宅 清水　優希 滋賀県立八日市南高等学校 3
入選 住宅 辻田　美瑠 滋賀県立湖南農業高等学校 3
入選 住宅 根本　環槙 奈 良 県 立 磯 城 野 高 等 学 校 3
入選 住宅 藤原　竹琉 長 野 県 須 坂 創 成 高 等 学 校 3
入選 住宅 丸山　結衣 長野県南安曇農業高等学校 3
入選 街区 小池　真世 長 野 県 須 坂 創 成 高 等 学 校 3
入選 街区 牧　　愛果 長 野 県 須 坂 創 成 高 等 学 校 3
入選 街区 渡邊　美織 静岡県立静岡農業高等学校 3
入選 商業 小口　栞奈 長 野 県 須 坂 創 成 高 等 学 校 3
入選 商業 熊田　里紗 滋賀県立八日市南高等学校 3
入選 商業 村瀬もも乃 愛知県立猿投農林高等学校 3
入選 実習 倉林　瑞宝 埼玉県立児玉白楊高等学校 3
入選 実習 新庄　泉美 滋賀県立湖南農業高等学校 3
入選 実習 髙 橋　 葉 奈 良 県 立 磯 城 野 高 等 学 校 3
入選 実習 橋本　冠斗 東 京 都 立 農 業 高 等 学 校 3
入選 実習 福岡　李奈 西 日 本 短 期 大 学 2
入選 実習 松木　菜緒 愛媛県立西条農業高等学校 3
入選 実習 安 田　 迅 西 日 本 短 期 大 学 2
入選 プラン 佐 藤　 夏 奈 良 県 立 磯 城 野 高 等 学 校 2
入選 プラン 鶴田　巴映 埼玉県立熊谷農業高等学校 2
入選 プラン 藤田　悠斗 山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 1
入選 プラン 古川正太郎 山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 1
佳作 住宅 加知　佑太 愛知県立猿投農林高等学校 3
佳作 住宅 岸　加奈子 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
佳作 住宅 砂坂　天音 滋賀県立湖南農業高等学校 3
佳作 住宅 田上　真彩 滋賀県立湖南農業高等学校 3
佳作 住宅 西田はなび 山 口 県 立 宇 部 西 高 等 学 校 3
佳作 住宅 波多野　怜 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
佳作 住宅 福嶋　栞理 愛知県立猿投農林高等学校 3
佳作 住宅 藤岡　大幹 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
佳作 住宅 本郷　玖磨 滋賀県立湖南農業高等学校 3
佳作 住宅 牧野　竜哉 Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
佳作 住宅 松原みちえ Ｅ ＆ Ｇ ア カ デ ミ ー 1
佳作 街区 澤田　果鈴 愛知県立猿投農林高等学校 3
佳作 街区 菅谷　琴音 滋賀県立八日市南高等学校 3
佳作 街区 中島穂乃香 静岡県立静岡農業高等学校 3
佳作 街区 日置　陽太 名 城 大 学 4
佳作 街区 森　　 美 月 名 城 大 学 4
佳作 商業 魚住　龍矢 愛媛県　松山聖陵高等学校 3
佳作 商業 小 川　 愛 未 愛知県立猿投農林高等学校 3
佳作 商業 黒木　実幸 南 九 州 大 学 3
佳作 商業 内藤　颯季 東 京 都 立 農 業 高 等 学 校 3
佳作 実習 石田　花穂 長野県南安曇農業高等学校 3
佳作 実習 苧 坂　 彩 香 川 県 立 石 田 高 等 学 校 3
佳作 実習 新藤　周平 栃木県立栃木農業高等学校 3
佳作 実習 関口　翔太 札 幌 工 科 専 門 学 校 2
佳作 実習 真鍋　海翔 愛媛県立西条農業高等学校 3
佳作 実習 吉 岡　 啓 山口県立田布施農工高等学校 3
佳作 プラン 牛 丸　 茜 静岡県立静岡農業高等学校 2
佳作 プラン 片岡　千智 静岡県立静岡農業高等学校 2
佳作 プラン 畑　　 楓 山 梨 県 立 農 林 高 等 学 校 1
佳作 プラン 藤原　武琉 奈 良 県 立 磯 城 野 高 等 学 校 2
佳作 プラン 湯浅舞有子 長 野 県 須 坂 創 成 高 等 学 校 2

■藤井 英二郎委員長
（千葉大学園芸学部名誉教授）
　第 45 回全国造園デザインコンクール
では、これまでの住宅庭園､ 街区公園､
商業施設､ 実習作品に加えて、緑化フェ
ア「みどりの広場」部門が加わり､ 応募
総数は前回より大幅に増え､ 409 点と
なりました。

　応募総数の 9 割近くを占める高校生
では、どの部門でも新鮮な問題意識や力
作が多く見られ､ 先生方の督励・指導に
一生懸命に応えた生徒が数多くいた証し
で、嬉しくなりました。
　新設の緑化フェア部門では、材料費
30 万円以内という条件と展示パネルの
位置に苦心したようですが、いろいろな
アイデアが見られました。
　大学生では、住宅庭園と実習には、さ
すがと思わせる優れた内容が数多くみら
れたのですが、街区公園では応募点数は
多かったものの内容が物足りませんでし
たし､ 商業施設は応募そのものが少なく
残念でした。
　大学生は行動範囲も広く、知識や経験
も豊かなのですから､ 現状が抱える課題
に果敢に挑んでほしいと思います。現状
是認では、よいデザインは生まれません。
高い理想を掲げて、現状を改善するデザ
インを期待しています。

■田畑 淳一委員（文部科学省初等中等
教育局参事官（高等学校担当）付産業教
育振興室教科調査官）
　第 45 回全国造園デザインコンクール
に入選された皆様、おめでとうございま
す。今年度の文部科学大臣賞は、上位入
賞数が多く、複数の特別賞を受賞された
山梨県立農林高等学校となりました。生
徒の個性を大切にしながら各部門におい
てきめ細かに指導されている点が高く評
価されました。
　応募された作品は、どの作品も皆様の
日頃の努力と学習の成果を見ることがで
き平成最後のコンクールとしてふさわし
い力作ばかりでした。これまでの皆様の
努力に敬意を表し、御指導いただいた先
生方に改めて感謝を申し上げます。
　さて、作品制作には、日頃の学習活動
で造園に関する「知識・技術」、「主体的
に取り組む態度」を身に付け、「思考力、
判断力、表現力」を高めていく必要があ
ります。
　その学習活動としての「造園デザイン」
の外部評価として「全国造園デザインコ
ンクール」があり、全国農業高等学校長
協会で推奨している「アグリマイスター
顕彰制度」でも上位に位置付けられたも
のであります。
　そのような意味合いからも、今後も多
くの高校生の一つの目標として当コン
クールが充実・発展し、農業教育及び造

園教育の礎になることを
祈念し講評とします。

■五十嵐康之委員（国土
交通省都市局公園緑地・
景観課緑地環境室長 ）
　第 45 回全国造園デザ
インコンクールに応募し
て頂いた方々に感謝を申
し上げます。また、入賞
された皆様、誠におめで
とうございます。
　国土交通大臣賞は、高
校生の部街区公園部門の
若原千花子さんの作品が
受賞されました。
　いつの時代にも求めら
れる身近な街区レベルの防災公園につい
て、センター施設、住宅地等に隣接する
敷地条件を設計に反映をさせていること
からは、都市公園に関するしっかりした
理解が見受けられます。
　防災公園に求められる平常時・非常時
利用のバランスも良く、街区公園の限ら
れた空間でありながら、外縁部に防火植
栽を配置し、健康ゾーンをはじめとした
使いやすい機能レイアウトも高く評価さ
れました。
　セミナーハウス等の施設デザインには
個性も見られ、子どもたちの笑い声が聞
こえそうな感じが伝わってきます。
　指導に当たられた先生方に心より敬意
を表しますとともに、素晴らしい作品を
作り上げた皆様の活躍をご期待申し上げ
ます。

■篠沢 健太委員
（（公社）日本造園学会理事）

　日本造園学会会長賞として E&G アカ
デミー宇野さやかさんの「地層の家」を
選びました。
　この賞は、新たな技術開発に資する最
も独創性や先進性を有する作品に授与し
ています。
　本作品は、熊本県阿蘇の老恐竜学者の
庭を、“ フィールドミュージアム ” にす
るものです。すでに海外では、自然科学
や歴史文化をまちや庭に展開し、「ミュー
ジアム化する」先進事例があります。
　本案では個人の住宅の庭を展示空間と
して構成し、自然観察や科学への普及啓
発、さらにコミュニティの場へと織りな
す可能性と技術が独創的に提案され、優
れた表現とともに高く評価されました。

■渡邉 清美委員（全国高等学校造園教
育研究協議会理事長）
　ご応募戴きました作品は、細部まで工
夫されており、時間を掛け丁寧に仕上げ

られた作品が多く見られました。ご指導
戴いている先生方に感謝申し上げます。
　農業高校長協会理事長賞は、商業施設
部門の東京都立農業高校、橋本冠斗さん
の Oasis 〜緑、自然、癒し、笑顔のあふ
れる場所〜の作品で、商業施設の特長を
よく捉えた利用する人の緑との関わり方
が提案された作品でした。
　次に、造園教育研究協議会長賞は、山
梨県立農林高校、相山玲さんの笑顔が生
まれる陽だまりの庭の作品で、雑木を中
心に居住者と街に住む方に対して、自然
の発見や触れ合える作品でした。どちら
の作品も、細部までよく考えた作品でし
た。

■伊藤 文喜委員（全国高等学校造園教
育研究協議会副理事長）
　本年度も多くの応募をいただきありが
とうございました。時間をかけたレベル
の高い作品が多く、応募された皆様の努
力と各校におけるご指導の成果であると
思います。
　数多くの作品において特に、実習作品
の部においては、施工場所にコンセプト
と現況との調和を考えた計画と、綿密に
作業に取り組まれた結果が示され計画図
に表現されていました。このことは造園
教育上からも優れたプロジェクト学習の
形であると感じました。
　また、緑化フェア「みどりの広場」プ
ラン部門では１、２年生らしい、テーマ
に合った素直なデザインが多く、山梨農
林高等学校、市川大樹さんのデザインは
信州フェアに実際に施工、展示され来場
者の注目を集めるものと思います。
　併せて、模型を製作してデザインの構
想をまとめた応募作品も多く見られまし
た。庭園の構成要素と施設の配置を、時
間をかけて把握し効果的に考える手法が
とられていました。

第 45 回全国造園デザインコンクール

審査講評 入選作品

国土交通大臣賞
若原　千花子　埼玉県立熊谷農業高等学校

大塚　皓英　Ｅ＆Ｇアカデミー

渡邊　美織　静岡県立静岡農業高等学校丸山　結衣　長野県南安曇農業高等学校

清水　優希　滋賀県立八日市南高等学校

後藤　彩衣　愛知県立猿投農林高等学校

小池　真世　長野県須坂創成高等学校

藤原　竹琉　長野県須坂創成高等学校

牧　愛果　長野県須坂創成高等学校

根本　環槙　奈良県立磯城野高等学校辻田　美瑠　滋賀県立湖南農業高等学校

伊藤　有紀　愛知県立猿投農林高等学校
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■新畑 朋子委員 （（一社）ランドスケー
プコンサルタンツ協会・技術委員） 
　住宅庭園は面積が狭いけれどデザイン
要素がたくさんあります。入口から玄関
まで、主庭、副庭など、それぞれの場所
で違うデザインと機能を求められます。
　この作品の主庭、副庭は防災庭園とい
う、新たな発想でまとめられています。
　防災庭園というと何か危険なイメージ
を持ちますが、この作品では戸外室の使
い方を提案しています。
　日常から自然災害に対する備えと意識
を持って暮らすことはこれからの社会に
求められる命題だと思います。そのひと
つの答えを住宅庭園の中に表現した素晴
らしい作品だと思いました。

■宮下和正委員（（公財）都市緑化機構
専務理事）
　今回初めて創設された「みどりの広場」
プラン部門には、94 名もの多くの高校
生からそれぞれ力作が応募されました。
　今回は特にフェア会場での実物出展を
するため、予算を考えながらのプラン作

成が条件となりました。また、会場にプ
ラン説明用の掲示板を置く位置について
も評価の対象となりました。
　受賞作品はいづれも、現実に与えられ
た予算の範囲の中で作成でき、4 月から
始まる信州フェアにふさわしいテーマを
持ったものと多くの評価を得ました。
　実際にプランが現実になると頭で考え
たテーマと乖離があるかもしれません
が、完成した時の感動の方が多いと思い
ます。
■伊藤 幸男委員（（一社）日本造園建設
業協会業務執行理事・技術委員長）
　今年度の日本造園建設業協会会長賞
は、実習作品部門の田畑幸さんの作品を
選びました。デザイン全体に若々しい発
想にあふれ、音の風景を取り入れること
によって庭を使う人にも見る人にも楽し
さを演出してくれています。今回の応募
作品の中には、「場」のシチュエーショ
ンをあまり考えずに閉じられた空間をデ
ザインしたものも一部に見られました。
　田畑さんの作品はデザインコンセプト
と実習作品の優秀さももちろんですが、

（一社）日本造園建設業協会会長賞
田畑　幸　京都府立農芸高等学校

（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞
鶴本　啓太　Ｅ＆Ｇアカデミー

（公社）日本造園学会会長賞
宇野　さやか　Ｅ＆Ｇアカデミー

コンクールという場を意識した、審査す
る側へのしっかりとした主張も感じられ
るプレゼンボードで、応募要項をよく理
解し、作品を良く伝えようとする姿勢が
好感を持ちました。

■正本　大委員（（一社）日本造園建設
業協会業務執行理事・事業委員長）
　デザコン担当委員長として、全体的な
感想を書かせていただきます。
　昨年以上の力作も寄せられると共に、
新たな部門に対して、高校 1・2 年生の

参加が増えましたことが大変喜ばしく感
じています。
　設計テーマに最近のニーズ、話題やト
レンドを反映された作品も見られ、デザ
インに輝きを添える発想にも感心いたし
ました。設計を行うにあたって、メンテ
ナンス性や近将来的な変化も予想しなが
ら、生きている空間づくりに取り組んで
頂ければと思います。
　次年度もワクワクする作品をお待ちし
ております。

橋本　冠斗　東京都立農業高等学校 松木　菜緒　愛媛県立西条農業高等学校

髙橋　葉　奈良県立磯城野高等学校

福岡　李奈　西日本短期大学

新庄　泉美　滋賀県立湖南農業高等学校倉林　瑞宝　埼玉県立児玉白楊高等学校

安田　迅　西日本短期大学

小口　栞奈　長野県須坂創成高等学校 熊田　里紗　滋賀県立八日市南高等学校

村瀬 もも乃　愛知県立猿投農林高等学校

全国高等学校造園教育研究協議会会長賞
相山　怜　山梨県立農林高等学校

緑化フェア「みどりの広場」プラン賞
市川　大樹　山梨県立農林高等学校

全国農業高等学校長協会理事長賞
橋本　冠斗　東京都立農業高等学校

藤田　悠斗　山梨県立農林高等学校鶴田　巴映　埼玉県立熊谷農業高等学校佐藤　夏　奈良県立磯城野高等学校 古川　正太郎　山梨県立農林高等学校



4 Japan Landscape Contractors Association NEWS

　壮大な大自然、数々の温
泉、善光寺、避暑地軽井沢、
白馬、志賀高原のスキー場
など自慢は尽きない長野県
ですが、今回は「第 36 回

全国都市緑化信州フェア」のメイン会場
となる松本市をフェアにお越しの際に参
考になればと紹介させていただきます。
■松本城
　松本市の中央に位置し、現存する五重
六階の天守の中では日本最古の国宝です。
　別名烏城ともいわれ黒と白のコントラ
ストが周囲の山々に映えています。参観
の所要時間は 45 分～ 60 分、狭く急な

階段に用心してください。優れた築城技
術も見ものです。
■城下町を歩く
　城郭を中心に一方通行、細い道、丁字
路などが多い城下町ならではの街です。
お城までの大名町通り、白壁と黒なまこ
の土蔵が立ち並ぶ中町通りなど歴史を感
じながら城下町歩きをお楽しみくださ
い。
　また、北アルプスの伏流水が湧き出る
湧水地帯で井戸の名水めぐりも人気で
す。そしてこのおいしい水を活用した信
州そばの店がそれぞれの味を楽しませて
くれます。

編集後記　ま も な く 元 号 『 平 成 』 が 終 わ ろ う と し て い る 。 書 類 等 は 西 暦 記 載 に 替 え て ゆ こ う
と い う 風 潮 だ が や は り 日 本 人 と し て は と て も 気 に な る と こ ろ 。 同 時 に『 昭 和 』が「 遠 い 過 去 」
と 呼 ば れ る よ う に な る の だ ろ う な 、 と ひ と り ご と 。
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事務局の動き

【2 月】
  1 ㈮・国際委員会
  4 ㈪・財政・運営部会
  5 ㈫・広報活動部会
  6 ㈬・中国総支部・支部交流会
        ・中国地方整備局との意見交換会
        ・登録造園基幹技能者講習委員会（試験委員会）
  7 ㈭・運営会議
  8 ㈮・街路樹剪定士認定委員会（試験部会）

12 ㈫・地域リーダーズ勉強会（京都）～ 13	
13 ㈬・女性活躍推進部会
14 ㈭・要望・提言活動部会
15 ㈮・登録造園基幹技能者講習委員会
17 ㈰・事業委員会
        ・全国造園デザインコンクール表彰式
19 ㈫・造園領域発展戦略委員会・戦略立案部会
　　　 合同会議
20 ㈬・九州総支部・支部交流会
26 ㈫・人材育成部会
27 ㈬・関東地方整備局との意見交換会

　　

◆
　そして主人の一言でハーバリウムを
始めました。当時地元では教室がなく
県外の講習を主人と一緒に受けに行き
ました。楽しく “ ゆったり ” と気持ち
の良い時間を過ごしました。
　ハーバリウムはプリザーブドフラ
ワーも使いますがドライフラワーも大
変かわいいものです。
　ドライフラワーはもちろん自分でシ
リカゲルを用いて手作りします。
　ボタニカルハーバリウムを身近な植物
をドライして自分で作ってみませんか。

　「お母さん、これ作れる？」
娘が持ってきた 1 冊の本が私
の趣味のスタートでした。
　かわいいドレスを着たうさ
ぎをビーズで作成するもので
した。
　私は思わず「え！」でも「無
理」とは言えず作ることにな
りました。

◆
　最初に作った作品はお世辞
にも「かわいい」と言える物
ではありませんでした。
　娘だけが「かわいい」と喜
んでくれたのです。その時の
笑顔が本当に嬉しくて沢山作
りました。
　娘のお気に入りはひとまわ
り大きくアレンジして中に水
晶とローズクオーツを入れた
お守りとなるうさぎです。
　姪やお友達にもプレゼント
してとても喜んで頂きました。

◆
　その後、また娘の一言でプ
リザーブドフラワーのアレン
ジを始めました。
　この頃は娘も自分で作るよ
うになり一緒に作る時間が私

の “ ほ っ こ り ”
とした楽しみの
時間になりまし
た。
　姪っ子は夏休
みの自由課題の
ために泊りがけ
で作りに来まし
た。大変豪快で

斬新なデザインにびっくりしたことは
今でも忘れられません。
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■岳都・松本（3,000 ｍ級の山々の玄関口）
　ここでは日本を代表する山岳景勝地

「上高地」を紹介させていただきます。
4 月 27 日が開山祭、このころはまだ冬
の景色ですが５月の中旬頃からは五月晴
れに恵まれ優しい新緑と花々に包まれま
す。梓川の清流と澄んだ空気そして顔前
に望む穂高連峰は最高です。市内からは
半日あれば行ってこれますのでこの機会

に是非挑戦してください。
■学都・松本（教育尊重の威風漂う街）
　貧しかった信州は「学問で身を立てる」
という風潮があったようです。近在の篤
志家によって建てられた日本で最も古い
小学校の一つ重文の旧開智小学校校舎。
著名人を多く輩出した旧松本高等学校な
ど教育にかけた情熱を感じてください。
■楽都・松本

（セイジ・オザワ松本フェスティバルの音楽の街）
　国際的な音楽祭として世界から注目さ
れています。今年も８月に開催される予
定です。
　最後に浅間温泉、白骨温泉など泉質の
いい数々の温泉を抱える地域です。お泊
りはぜひ温泉で日頃のお疲れを癒して
いってください。

高嶋　俊郎（長野県支部事務局）

【3 月】
  1 ㈮・技能グランプリ（開会式 1 日、競技 2 ～ 3 日、
         閉会式 4 日）
  5 ㈫・街路樹剪定士指導員研修会・スキルアップ
         研修会   ～ 6
        ・広報活動部会
12 ㈫・街路樹剪定士認定委員会 ( 試験部会 ) 
15 ㈮・街路樹剪定士認定委員会
18 ㈪・財政・運営部会
26 ㈫・地域リーダーズ オンライン会議
27 ㈬・運営会議
        ・2019 北京国際園芸博覧会日本国出展委員会
28 ㈭・総支部長等会議
        ・第 2 回通常理事会

【4 月】
  9 ㈫・造園技術フォーラム部会
16 ㈫・全国造園デザインコンクール等推進部会
18 ㈭・登録造園基幹技能者講習委員会（試験委員会）
23 ㈫・植栽基盤診断士認定委員会
25 ㈭・第 36 回全国都市緑化信州フェアー開会式

委員会等の活動
●財政・運営部会
　◎ 2/4 平成 31 年度事業計画 ( 案 )、平成 31 年
度収入収支予算等についての審議を行った。

「

ゆ
っ
た
り
」「 

ほ
っ
こ
り
」 
が
私
の
休
日

●広報活動部会
　◎ 2/5 日造協ニュース 2 ～ 5 月号の内容等につ
いて審議した。
●技術・技能部会
　◎ 2/4 人材育成研修テキスト、公園緑地工事共通
仕様書、緑地育成工積算体系について、検討を行った。
●全国造園デザインコンクール 等推進部会
　◎ 2/17 第 45 回デザインコンクール表彰式およ
び、事業計画について、検討を行った。
●登録造園基幹技能者講習委員会（試験委員会）
　◎ 2/6 平成 30 年度登録講習 ( 修了試験 ) の合否
判定について、造園偏テキストの改訂について、・
平成 31 年度登録講習・更新手続き計画等について
検討した。
●女性活躍推進部会
　◎ 2/6 東京都建設業女性活躍セミナー（東京都
主催）。
●国際委員会
　◎ 2/1 2018 年度各部会の事業報告と 2019 年度
の事業計画について審議した。

国宝 : 松本城

高
知
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日造協 
新入会員のご紹介

社名 / 住所 ☎     代表者 /FAX

並木造園㈱      小林　謙二郎
埼玉県川越市木野目 1590-1
☎ 049-235-2012　FAX 049-235-2393

㈲山口造園         山口　武夫
埼玉県比企郡川島町正直 729
☎ 049-297-1346　FAX 049-297-1392

社名 / 住所 ☎     代表者 /FAX

アート緑化土木㈱　岩﨑　雅樹
埼玉県東松山市元宿 1-5-3
☎ 0493-34-3203　FAX 0493-35-0135

プリザーブドフラワー

ハーバリウム

ビーズドール

　都市公園等の公園 ･ 緑地において樹木
の老朽化による枯枝の落下、枯損木によ
る倒木の発生により利用者への危害や他
の公園施設に破損が及ぶことが危惧され
るなど公園 ･ 緑地の管理上の新たな課題
が顕在化しています。
　このため、公園 ･ 緑地樹木の良好な育
成や安全対策の実施を通じて、公園 ･ 緑
地の機能の的確な保全 ･ 確保 ･ 向上が求
められています。
　また、建設業法の改定に伴う造園工事
の例示の見直しにより ｢緑地育成工事｣
が追加されましたが、関連する用語の定
義が課題となっています。
　そのため、技術委員会（調査 ･ 開発部
会）では、公園 ･ 緑地樹木の維持管理技
術者育成や用語定義の必要性に鑑み、「街

路樹剪定士」資格制度で培ってきた知見
や技術に基づき「公園 ･ 緑地樹木剪定ハ
ンドブック」としてとりまとめ発刊いた
しました。
　ぜひ公園 ･ 緑地樹木の管理にご活用く
ださい。なお、今後は本書をもとに「公
園 ･ 緑地樹木
管 理 士 研 修
会」を実施し
てまいります。
　 本 書 は 日
造 協 ホ ー ム
ページから購
入 で き ま す。
http://www.jalc.
or.jp/publish/
index.html

「公園･緑地樹木剪定ハンドブック」発刊のお知らせ

年度末に向けて、日造協では会員の実態調査を行っ
ています。実態調査は、各種要望などにも役立てる
重要なものです。調査内容は別途ご連絡しています。
ご協力のほど、よろしくお願いいいたします。

会員の実態調査にご協力を

上高地（大正池と穂高連峰）

土蔵が並ぶ中町通り㊧　　湧水群の井戸の一つ「源智の井戸」㊥　　重文 : 旧開智小学校㊨


